

















制度導入の目的・意義と制度に対する批判を検討する。その後、東京都認証保育所、認証保育所の運営主体となる企業に対するインタビューデータを用い、これまでに都民に提示されている目的とは違う、行政側の認証制度に対する将来的な展望について、考察 加える。それは、東京都認証保育所制度は、認証基準を切り上げていくことで行政側がより生産性の高い保育施設選別し、選ばれた保育施設 効率よく税金を投入することを目的とした制度なのではないだろうかと う認識・疑問に関わるものであ 。２．東京都認証保育所制度
東京都認証保育所制度は、東京都内の待機児童問題


























































施設基準（2 階以上施設） 防火区画・二方向避難確保等 同左


























に、利用者と保育所が直接契約できるという点である。この点については、入 児童の管理を保育所に任せることになり、認可保育所と比して認証保育所への行政の介入度合いが低くなるため、自治体の「保育に欠ける子どもがいる場合は保育しなければならない」という実施責任 （公的責任） を否定していると指摘して る。また、入所児童を保育所 選別決定するとな 、護者が働かなくては生活できない本当に保育の必要な子どもが排除され、保育料を確実に支払うことができる家庭の子どもが優遇されると う危険性もあ 。
三つ目の特徴は、保育所の設置基準の緩和あるいは



















の二点も指摘している。認証保育所は認可外保育施設であるので、児童福祉法が適用されない。そのため認証保育所とは、単に子どもの安全を主眼とした託児施設であり、 子ど の健やかな発達保育という視点がまったく欠落してい という点が一つであ 。 らに認証保育所の廃止、休止は東京都 届出を行えば事足りるため、儲からないなどの理由でも自由に廃業できる
５）
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題を受 て、保身しようとしている。悪く言えば、自分たちの首を守るような行動に出ている。役所人にも、もっと現場を見て欲しいと感じてい 。この葛飾区の認証保育所は、認証基準 改正 関し
















運営している。このようにたくさんの認証保育所を運営し、その規模を拡大している企業でも、認証基準の切り上げに関しては、不満を持っていることが分かる。認証保育所として公立・認可保育所とは違う独自性をアピールし、保育料が高くても公立・認可保育所では実践されていない保育を提供する とに価値を見出している認証保育所にとって、認証基準が認可並みになり締め付けが厳しく っている現状 良い状況であるとは認識されていないのであ 。
5．結論このような認証保育所の設置基準の切り上げ、設置






ち良質な保育実践を行っている保育所が存在することを知る一方、一部 保育所で インタビューからも明らかになったように、延長保育や一時 、休日保育など働く保護者のニーズに応えようとしな 公立・認可保育所の存在も認識してい 。
東京都の保育市場化推進者は、このような現状に鑑




























































表 紙 に よ せ て
「地域と子ども学」第５号は、「東日本大震災と子どもたち」を特集としたこ
とから、表紙の写真も震災後の写真を掲載いたしました。
この写真は、青年東北支援隊に参加した岩田有未さん撮影による「整備され
ていない渡波小学校の校庭で遊ぶ子どもたち」と「渡波小学校に届いたメッセー
ジ」であり、文中にも掲載しています。
子どもたちが１日も早く、グランドを走りまわれる日が来ることを祈ります。
